
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

１９日（日），中学部１・２年生４名が「第４７回鹿児島県中学校音楽コ

ンクール『春の祭典』」の合唱部門において，堂々の“銀賞” を受賞しま

した。ジャンべ演奏で出場した夏の祭典では，９年連続の金賞受賞で実績

を積んできている本校ですが，合唱部門では３回目の挑戦でした。 

今年は竹島中学校と合同で出場し『花』という歌を発表しました。 

放課後や休みの日などを使い練習を重ね，その努力が，銀賞受賞の成果

につながりました。歌でつながる友情で得たこの貴重な経験をこれからの

生活に生かしてくれるものと期待しています。 

目標を立て，努力し続けよう      柏木 博之 

新年あけましておめでとうございます。 

 ４週間経ちますが，今年も本校の教育活動へのご協力とご支援をよろしくお願いします。 

 

 １月８日の始業式で，次のような話をしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 「今年，平成２６年は何がありますか？」と聞かれたら，なんと答えますか？ 

 サッカーが大好きな私は，「ブラジル・ワールドカップがあります。」と答えます。もちろん，日本代表も出場しま

す。そして，日本代表の中心は，私たちと同じ鹿児島出身の遠藤保仁選手です。 

 遠藤選手は，高校を卒業してＪリーグのチームに入り，すぐにレギュラーを獲得します。数年後日本代表にも選ば

れて順風満帆のように見えましたが，８年前のドイツ・ワールドカップで大きな挫折を味わいます。選ばれたフィー

ルドプレイヤー２０人の中で，彼一人だけ一度も試合に出られなかったのです。そして，日本代表は一勝もできずに

大会から敗退しました。「私が試合に出ていたら勝てたかもしれない」と思うところですが，遠藤選手は「もっと上

手く，強くなりたい。４年後の南アフリカ・ワールドカップで結果を出す。」と決意しました。 

 ２０１０年（平成２２年），前回のワールドカップを覚えている人も多いでしょう。遠藤選手は三戦目のデンマー

クとの試合で，ゴールを決めました。高地の会場で，ボールに変化がつきにくい中，ゴール前のフリーキックでゴー

ルを決めました。日本代表は試合にも勝ち，決勝トーナメントにも進出しました。４年前の決意が実現したのです。

遠藤選手は大会を振り返って「明確な目標を持ち，努力することが非常に大事。これからも，修羅場をくぐり抜けて，

もっと人間的に大きくなっていきたい。」と言いました。また，中学生に次のようなメッセージを贈っています。 

「一人一人，目標を持つことが大切です。サッカー選手，野球選手，勉強をして弁護士になりたい，など。すぐに目

標まで到達できないかもしれませんが，努力することが一番大切です。百人いたら百通りの考え方があります。自分

の考えに自信を持ってください。最大限努力してうまくいかないときは，ムキにならず，一度ゆっくり考えなおして

みてください。一回立ち止まることで，見えてくることもあります。もう一度，目標を確認することも大事です。」 

 新しい年を迎え，遠藤選手が言っているように目標を持てましたか。努力を続ける強い意志がありますか。挫折の

ない人間はいません。それは必ず乗り越えられます。日本代表のブラジルでの活躍を期待しつつ，みんなも遠藤選手

のように，努力を続け，成長する一年にしてください。        引用：『不屈の心』鹿児島県教育委員会） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 毎日放課後も学校で勉強し努力していた中学３年生が，高校入試のために島を離れ始めました。中１・２年生は，

竹島中と合同で出場し，“春の祭典”で銀賞を受賞しました。放課後や合同の練習がんばりました。子供たちの成長

する姿が，毎日のように見られる３学期です。 

 

 

 １４日（火）の高齢者学級の際に，高齢者の方々へ

向けて日ごろの感謝の気持ちを込めて“メッセージカ

ード”を贈りました。 

高齢者の方々には，授業参観に来ていただいたり，

「ふれあいスポーツ大会」を一緒に楽しんだりと日頃

からお世話になっています。高齢者の方々に楽しく見

ていただけるように切り絵が飛び出すカードにしま

した。 

今後も高齢者の方々とのふれあいを大切にしてい

きたいと思います。 

 
 

７日（日）に地区の伝統行事であるクセンボが行われ

ました。今年は，男子児童生徒７人がクセンボ（福祭文

棒）を持って，鉢巻姿で元気よく祝詞を唱えながら勢い

よく地面をつきました。子供たちにとって伝統文化に触

れる貴重な体験活動となりました。 

硫黄島の皆さんに幸せが届くといいです。 

 

 

 

１１日（土）に，毎年恒例の子供会の「もちつ
き大会」がありました。子供たちは、おいしいお
もちができるように，力をいっぱい込めて餅をつ

きました。最近では，このようにもちをつくこと
も少なくなり，初めてもちつきをしたという子も

いました。自分たちでついたもちは，格別におい
しいようでした。 

 

平成２５年度 三島村立 三島小中学校 

 

                                        １月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう!!   時間を守り，機敏な行動をしよう!! 

 

 

 

 

 

 

もしもあなたが 

雨にぬれ 

言い訳さえも 

できないほどに・・ 

 


